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基本調査 目的基本調査

外部被ばく線量を推計するために、一人一人に個人の行動記録を記入・
提出していただく調査です。

年３月 日～７月 日までの４か月間の行動記録を基に、放射線
医学総合研究所（放医研）の「外部被ばく線量評価システム」により、個
人ごとの外部被ばく線量を推計します。

環境省第４回原子力被災者等との健康についてのコミュニケーションにかかる有識者懇談会より作成

健康を見守り続けるための「基礎」となる調査です

推計された線量は推計期間と共に、各人にお知らせし、外部被ばく線量を知ってい
ただくと共に、長期にわたって実施していく詳細調査や各人の健康管理における基
礎資料とします。

【調査のスキーム】

行動記録による外部被ばく線量の推計

問診票 結果通知被ばく線量
推計
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基本調査 概要基本調査

環境省第４回原子力被災者等との健康についてのコミュニケーションにかかる有識者懇談会より作成

【推計対象期間】
年３月 日～７月 日 ４か月間の行動
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3/11～3/25までは１時間単
位で記入していたものを、
基本的な行動パターンで
まとめて記入

詳細版と簡易版の 種類があります。

例
【簡易版の適用条件】

震災後４か月間で避難や引っ越し等で
居住地、学校、勤務先の変更等、行動
パターンの大きな変化が１回以下の方
のみが対象となります。

基本調査「問診票について」（福島県立医大放射線医学県民健康管理センターウェブサイト）より作成

基本調査 問診票基本調査

●詳細版（従来版） ●簡易版

年 月より、問診票の
「簡易版」も導入しました。
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積算実効線量計算 行動パターンおよび線量率マップから実効線量を評価

行動パターン調査 線量率マップ

福島県県民健康調査の問診票より
行動パターンを調査
調査対象期間

年３月 日〜７月 日の４ヶ月間

調査項目
⚫ 滞在（場所、時間、建物の造り）
⚫ 移動（場所、時間）

基本調査 解析方法 行動パターン調査と線量率マップ基本調査

SPEEDIと文部科学省データから
１日平均の実効線量率マップを作成

・３月 日〜 日 SPEEDIの評価結果
（実効線量率）

・３月 日以降 文部科学省（当時）公表の
モニタリングデータ
（周辺線量当量率）

周辺線量当量率に を乗じて実効線量率に換算

・２km×２kmのメッシュに区分け
・離散データをソフトで内挿しマップ化

※自然放射線の値を含まない。

「外部被ばく線量の推計について（外部被ばく線量評価システムの概要と避難行動のモデルパターン別の外部被ばく線量の試算結果）
放射線医学総合研究所」2011年12月13日 より作成
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基本調査 解析方法 時系列の線量率マップ基本調査

３月 日 ３月 日 ３月 日 ３月 日

４月 日 ５月 日 ６月 日 ７月 日

（μSv/h：マイクロシーベルト/時間）

「外部被ばく線量の推計について（外部被ばく線量評価システムの概要と避難行動のモデルパターン別の外部被ばく線量の試算結果）
放射線医学総合研究所」2011年12月13日 より作成
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第 回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成

回答率は福島県全体で ％です。
しかしながら、「代表性」に関する調査の結果、県内 方部（地域）において今ま
で得られた回答に基づく線量分布は、それぞれの方部を代表するもので、偏りのな
い縮図になっていると考えられました。

基本調査 得られた回答とその代表性基本調査

表1

詳細版

簡易版

計

※回答率は、回答数の区分ごとに端数処理。

基本調査問診票　回答状況

対象者数

回
答
数

2023.3.31 現在

表2

年齢階級 0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～ 計

回答率

※割合(％)は端数処理を行っている。

2023.3.31 現在
年齢階級別　回答率
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第 回福島県「県民健康調査」検討委員会資料より作成

地域別の外部被ばく実効線量の推計結果

 これまでの疫学調査により 以下での明らかな健康への影響は確認されて
いないことから、４か月間の外部被ばく実効線量推計値ではあるが、「放射線に
よる健康影響があるとは考えにくい」と評価される。

実効線量推計結果の評価

最新の調査結果： へ

１mSv未満･･･99.3％ １mSv未満･･･20.0％
２mSv未満･･･87.0％ 

１mSv未満･･･77.3％
２mSv未満･･･94.9％ 

１mSv未満･･･99.1％

１mSv未満･･･51.5％
２mSv未満･･･92.3％ 

１mSv未満･･･88.2％
２mSv未満･･･99.9％ 

（放射線業務従事経験者を除いた46万7,256人）

基本調査 結果基本調査


